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研究成果の概要（和文）：陸域と水域とが、常に、あるいは周期的に推移する「水辺」を対象として、主体である自然
と主体である人間とがどのように互いに影響を与えながら変化したのかについて検討した結果、テーマ１「陸域と水域
とが推移することを前提とした支配システムの解明」については、土地調査により河川と認定され、税が免除される「
河成」史料を検出した「播磨国矢野庄河成データベース」を作成してweb上で公開した。また、テーマ２「陸域と水域
とが推移するという環境そのものを利用した生業のあり方と村落との関わり」については、「水辺」の村落の生業が稠
密化することを論証した『日本中世の環境と村落』（思文閣出版）を公表した。

研究成果の概要（英文）：Targeting the "mizube" zone, the always or periodically changing waterside 
ecotone that represents a transition from land to water, my study of shifts in how two principal actors, 
nature and human beings, have influenced each other has resulted in the following outcome:Theme 1) 
"Elucidation of a land-tenure system based on the premise of shifts between land and water". I compiled 
the "Harima Province Yano Estate Fluvial Database" of "fluvial" historical records, which include 
information about land recertified as rivers and thus made tax-exempt, and uploaded the database publicly 
on the World Wide Web.Theme 2) "The relationship between villages and the ways the transitional 
environment between land and water have been utilized for subsistence activities". I published a book, 
"The Environment and Villages in Medieval Japan" (Shibunkaku Co., Ltd.), in which I argued that 
intensification and localization of subsistence activities has taken place in waterside ("mizube") 
villages.

研究分野：歴史学（日本中世史）
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究を申請した 2010年は、日本中世史分
野において、高木徳郎 2008、佐野静代 2008、
水野章二 2009 など、環境史に関する著作が
相次いで刊行され、活発な議論が行われてい
た時期であった。しかしながら、環境史につ
いて定義も定まっておらず、議論が錯綜して
いるとの批判もあった（水野章二 2009）。 
 
(2)また、2010 年は、安室知、菅豊などの民
俗学研究を受けて、佐野静代などによって、
陸域と水域とが推移する環境の生態系の実
態とそこにおける生業のあり方が具体的に
明らかになってきた時期であった。しかし、
陸域と水域とが推移する環境を前提とした
支配のシステムについては、まだ未解明の部
分もあり、研究の進展が期待されていた。 
 
２．研究の目的 
(1)研究の目的は二つある。一つは、「陸域と
水域とが推移するという環境を前提とした
支配システムのあり方の解明」である。特に、
陸域（耕地）が水域化した際に、その空間を
把握するシステムがどのようなものであっ
たかを解明することである。 
 
(2)もう一つは、「陸域と水域とが推移すると
いう環境を利用した生業のあり方と村落と
の関わりの解明」である。特に、推移する環
境は魚類の産卵場でもあったため、そこは多
様な主体による複雑で緻密な漁撈が併存す
る空間であった。そうした生業が展開する中
で、二重の構成をもつ村落のうち、特に下位
の村落（ムラ）がどのような役割を果たして
いたのかを解明することである。 
 
３．研究の方法 
(1)「陸域と水域とが推移するという環境を
前提とした支配システムのあり方の解明」に
ついては、最初のフィールドを播磨国矢野庄
（兵庫県相生市）とすることとし、水域化し
て無税地となったことを示す「河成」のデー
タベースを作成することにした。また、矢野
庄の生業について現地の聞き取り調査を行
った。 
 
(2)「陸域と水域とが推移するという環境を
利用した生業のあり方と村落との関わりの
解明」については、最初のフィールドを近江
国蒲生郡奥嶋地域（滋賀県近江八幡市）及び
近江国堅田（滋賀県大津市）とすることとし、
フナ属の生態や近過去の漁撈の実態につい
て現地での聞き取り調査を行った。また、大
嶋神社・奥津嶋神社や菅浦文書の調査を滋賀
大学経済学部附属史料館などで行った。 
 
(3)「陸域と水域とが推移するという環境」そ
のものについて、滋賀県の野洲川下流（野洲
市）の遺跡から採取された堆積物の花粉分析
により、中世の環境を復元した。 

 
４．研究成果 
(1)陸域と水域とが推移する環境、生態学的
にエコトーンと呼ばれる環境を前提として
いかに支配が組み立てられ、そこにおける地
域資源がいかに配分されていたのかを解明
するために、すでに多くの研究・調査の蓄積
がある播磨国矢野庄の「河成」のデータベー
スを作成し、web上で公開した。現在、歴史
地理学会での報告に向けて、研究史を参考に
しながら、まず、「河成」が発生する環境と
はどのようなものであり、そこにはどういっ
た地域資源が存在していたのかを概観し、次
に、「河成」という制度を紹介して、その上
で、矢野庄では、何年にどの地域でどの程度
の「河成」が認定されているのかなどその基
礎的な「河成」認定の実態を明らかにし、最
後に「河成」認定と「河成興行」をめぐる、
いうなれば小さな政治の分析から、「河成」
が生業にとってどのような意義を有してい
たのかについて考察している。 
 
(2)「陸域と水域とが推移するという環境を
利用した生業のあり方」については、消費論
から生業のあり方を考察する道を選択した。
第一にフナ属の生態を分析の対象とするこ
ととし、首都消費と生業とフナ属の生態との
関係を解明した。まず「年中行事と生業」に
関わる研究史を整理して消費研究の重要性
を指摘し、中世下鴨神社における御厨の成立
が神社の主導によるものであったことに注
意を促した。そして、年中行事書等の分析か
ら旧暦四月（五月頃）の賀茂祭と旧暦一一月
（一二月頃）の相嘗会という消費の二つの核
が存在していたとの見通しを示した。その上
で、参考として山科家の日記類に登場するフ
ナ属の記事よりその消費暦の概要を把握し、
一五世紀の山科家ではグレゴリオ暦で「四月
から六月」という贈答と貢納のピークと、「一
二月から二月」という貢納のピークがあった
ことを明らかとした。これらのうち、「一二
月から二月」までの消費はあくまでも貢納の
ピークであり、漁撈は消費者の都合に応じる
目的で展開していた可能性を指摘した。 
 
(3)「陸域と水域とが推移するという環境を利
用した生業のあり方」については、第二に環
境史研究を目的とした消費研究を志し、一五
世紀における堅田漁撈の実態を追究して、旧
暦三月から四月にかけての他浦地先水面内
における夜間密漁という漁撈形態こそがこ
の段階の歴史的特質であると措定した。次に、
その主な対象魚種と漁期を検討し、王権にま
つわる物語と結びつけられて一三世紀頃に
名産化した「堅田の鮒」こそが漁獲対象であ
ったと考えるのが最も妥当であり、四月から
六月にかけて産卵のため湖辺に接近する産
卵期のフナ属がターゲットであったと推定
した。そして最後に、山科家の日記類を素材
として首都京都の貴族社会におけるフナ属



消費の実態解明を試み、贈答、貢納と上納、
飲食のいずれをとっても産卵期に消費のピ
ークがあることから、旬が成立していたこと
を明らかにした。これにより、魚類の季節的
な生態に規定された旬の時期の消費が、産地
の漁撈と連動しており、漁撈形態そのものに
も影響を与えたことが明確となった。 
 
(4)「陸域と水域とが推移するという環境を利
用した生業のあり方と村落との関わりの解
明」に関しては、政治史の枠組みのなかで立
論された中世村落の二重構成論を複合生業
論の立場から再構築することを目指し、「生
業の稠密化」論を提起した。まず、奥嶋周辺
の陸域と水域とが推移する「水辺」という環
境に注目して、そこがクリーク地帯で、エリ
漁の漁業権が成立していたことを明らかに
した。次に、一三世紀前後の漁撈の展開方向
を検討し、自然を克服して面的に利用を拡大
しようとする方向性のものではなく、限られ
た空間で、自然のあり方をより巧妙に利用し
ていこうという方向性のものであると考え、
「資源のより稠密な利用」と位置づけた。そ
して、最後に、それぞれが「資源利用の稠密
化」に向けてせめぎ合っている中で、庄郷だ
けがそれを抑制しようとする方向性を示し
ていたことを確認した。その理由について、
「小規模で素朴な漁撈」の個別の漁業権を自
己否定するような微細な利害の調整は、庄郷
のような大きな村落では不向きで、自然と密
着した身近な小さなムラであるが故にでき
たのではないかと結論づけた。 
 
(5)「陸域と水域とが推移するという環境」
そのものについて、滋賀県の野洲川下流（野
洲市）の五条遺跡から採取した堆積物資料の
花粉分析を行った結果、中世には森林相が乏
しく、好湿性の植生が展開しており、低湿な
地形環境であったことが確認された。また、
比較的短期間で環境が変動することが明ら
かになった。 
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